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一
、
論
文
内
容
の
要
旨 

 

本
論
文
は
題
名
の
通
り
、
近
世
日
本
の
茶
道
を
、
表
現
と
思
想
の
両
面
か
ら
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
日
本
に
お
い
て
茶
道
と
か
茶
の
湯
と
か
言
わ
れ
る
文
化
が
い
つ
成
立
し
た
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
大
方
の
見
方
で
は
、
室
町
時
代
の
珠
光
を
茶
祖
と
し
、

桃
山
時
代
に
武
野
紹
鴎
、
千
利
休
ら
に
よ
っ
て
大
成
す
る
。
そ
の
後
、
消
長
を
繰
り
返
し
、
ま
た
時
代
の
動
向
に
よ
る
変
容
を
経
な
が
ら
も
、
日
本
伝
統
文
化
を

代
表
す
る
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
今
日
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
学
問
的
研
究
は
、
明
治
期
以
降
し
だ
い
に
盛
ん
に
な
り
、
二
十
年
前
に
は
茶
の
湯
文
化
学
会
と
い
う
全
国
規
模
の
大
き
な
学
会
も
で
き
て
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
・
自
然
科
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
研
究
が
為
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
茶
道
文
化
が
、
文
化
の

さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
「
綜
合
文
化
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
じ
っ
さ
い
そ
の
よ
う
な
多
く
の
分
野
か
ら
す
る
多
角
的
な
研
究
な
く
し
て

は
、
そ
の
全
容
の
解
明
は
な
し
難
い
の
で
あ
る
。 

 

し
か
る
に
、
そ
う
い
う
多
分
野
、
多
角
度
か
ら
の
諸
研
究
の
中
に
、
抜
け
落
ち
て
い
る
、
あ
る
い
は
お
く
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
一
分
野
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

茶
道
の
具
体
的
な
表
現
で
あ
る
茶
会
や
、
点
前
な
ど
茶
の
実
際
的
な
分
野
の
研
究
で
あ
る
。
茶
道
の
諸
要
素
を
道
・
学
・
実
に
分
け
る
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ
に

従
え
ば
、
右
の
如
き
研
究
は
「
実
」
の
研
究
と
言
え
る
。 

 

本
論
文
は
、
そ
の
よ
う
な
、
茶
道
の
具
体
的
な
分
野
に
学
問
的
メ
ス
を
入
れ
た
本
格
的
研
究
の
、
い
わ
ば
先
陣
を
な
す
も
の
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
分
野
で
の
学
問
的
研
究
が
お
く
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
る
だ
け
の
茶
道
の
実
践
経
験
を
持
っ
た
研
究
者
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。

自
ら
茶
会
を
催
し
、
点
前
を
す
る
な
ど
の
実
践
・
経
験
に
習
熟
す
る
に
は
、
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
時
間
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
経
済
的
な
裏
付
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
豊
富
な
実
践
経
験
を
持
つ
者
は
、
学
問
的
研
究
に
打
込
む
ゆ
と
り
を
失
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
学
問
研
究
者
は
実
践
経
験
の
世
界
に

足
を
踏
み
入
れ
る
の
を
躊
躇
す
る
。 

 

要
す
る
に
茶
道
の
本
格
的
な
実
践
と
、
本
格
的
な
学
問
研
究
と
は
両
立
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

本
論
文
の
著
者
は
、
茶
人
の
家
庭
に
育
っ
て
、
幼
少
よ
り
茶
の
湯
を
学
び
、
長
じ
て
裏
千
家
の
茶
道
専
門
学
校
に
学
び
、
卒
業
後
は
そ
こ
で
講
師
を
し
て
茶
道

の
実
践
指
導
に
当
り
、
ま
た
本
学
大
学
院
に
お
い
て
、
七
年
余
に
亘
り
本
格
的
学
問
的
茶
道
を
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。 

 

本
論
文
の
著
者
は
こ
う
し
て
、
茶
道
の
本
格
的
実
践
と
そ
の
本
格
的
な
学
問
研
究
を
両
立
さ
せ
る
力
量
を
具
え
る
研
究
者
に
成
長
し
た
の
で
あ
る
。 

 

本
論
文
は
、
本
文
五
章
と
、「
序
章
」「
結
語
」
「
資
料
」
と
よ
り
成
る
。
以
下
に
本
論
文
の
目
次
と
、
著
者
自
身
に
よ
る
要
旨
を
掲
げ
る
。 
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目
次 

序
章 

 

一
、
先
行
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
点
前
・
作
法
研
究
の
必
要
性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

三
、
本
研
究
の
目
的
と
方
法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
一
章 
茶
会
の
多
様
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
茶
会
の
様
相 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
時
刻 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
床
か
ざ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
前
礼
・
後
礼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、
服
装 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
大
寄
せ
茶
会
の
成
立 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
大
人
数
の
茶
会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
連
日
の
茶
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
流
儀
行
事
と
し
て
の
茶
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
、
茶
会
と
茶
事
の
分
離 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
茶
の
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
江
戸
末
期
の
「
茶
事
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
大
規
模
茶
会
と
茶
事
の
区
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

四
、
茶
会
に
お
け
る
新
た
な
観
念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
茶
会
と
陰
陽
五
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
独
座
観
念 
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小
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
二
章 

真
行
草
に
よ
る
点
前
の
体
系
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
台
子
点
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
真
・
行
・
草
の
区
別 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、『
草
人
木
』
と
『
和
泉
草
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
千
家
の
台
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、
台
子
の
体
系
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
運
び
点
前
の
体
系
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
初
期
の
運
び
点
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

ｂ
、
運
び
点
前
の
発
展 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
真
行
草
に
よ
る
点
前
の
体
系
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

三
、
使
用
す
る
道
具
の
格
付 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
茶
書
に
み
る
道
具
の
体
系
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
茶
杓
の
分
類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
真
行
草
に
よ
る
分
類
の
一
般
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、
点
前
に
対
す
る
新
た
な
観
念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
点
前
と
陰
陽
五
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
台
子
点
前
に
お
け
る
「
乱
れ
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

小
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
三
章 

炭
手
前
の
定
式
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
炭
手
前
の
成
立 
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ａ
、
炭
手
前
以
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
拝
見
対
象
と
し
て
の
「
炭
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
炭
所
望
と
廻
り
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
炭
手
前
の
形
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
三
炭
成
立
以
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
初
炭
・
後
炭
・
立
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

三
、
炭
手
前
に
対
す
る
新
た
な
観
念 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
日
常
と
し
て
の
「
炭
」
と
一
会
の
た
め
の
「
炭
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
初
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

ｃ
、
後
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、
立
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、
炭
手
前
の
展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
炭
所
望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
廻
り
炭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
風
炉
の
炭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

小
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
四
章 

好
み
道
具
の
普
遍
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
茶
書
に
み
る
「
好
み
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、『
山
上
宗
二
記
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、『
松
屋
会
記
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
江
戸
時
代
中
期
の
茶
会
記 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、『
不
白
筆
記
』 
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二
、
「
形
」
と
「
写
し
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、「
形
」
の
意
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
利
休
形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

三
、
「
数
物
」
の
出
現
と
そ
の
背
景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
名
物
に
代
わ
る
道
具
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

ｂ
、
作
意
か
ら
統
一
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
七
事
式
式
制
定
に
よ
る
道
具
の
規
定 

 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 

 
 
  

 
 
 
 
  
 
 
  
 

四
、
「
好
み
」
と
美
意
識 

  
 
 
  
 
 
  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
  

 
  
  

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 

ａ
、
茶
の
湯
の
形
態
の
変
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
趣
向
の
重
視 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

小
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
五
章 

思
想
の
深
化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
初
期
茶
の
湯
に
お
け
る
思
想 

  
 
 
   

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
茶
の
湯
者
へ
の
啓
蒙 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
名
物
所
持
と
侘
数
寄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
茶
の
湯
者
と
し
て
の
覚
悟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
禅
と
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
下
学
上
達
と
坐
禅
修
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
点
前
修
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、『
不
動
智
神
妙
録
』
の
影
響 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、『
禅
茶
録
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  
 
 
  
 

三
、
陰
陽
五
行 
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ａ
、『
南
方
録
』
の
出
現 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
陰
陽
五
行
の
広
が
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
、
茶
禅
一
味
の
根
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ａ
、
清
者
の
業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｂ
、
二
方
向
の
修
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｃ
、
清
者
か
ら
の
却
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｄ
、
茶
味
禅
味
同
一
味
の
根
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 
  
 
 
 

ｅ
、
新
た
な
茶
禅
一
味 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

小
括 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

結
語 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

一
、
今
後
の
茶
の
湯
へ
の
展
開 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
  
 

二
、
今
後
の
研
究
と
課
題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

資
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史
料
・
著
書
・
論
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内
容
要
旨 

 
 

 
 

茶
湯
設
立
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
水
屋
仕
事
で
あ
っ
た
点
茶
を
客
前
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
や
、
同
時
代

の
茶
会
記
の
研
究
な
ど
で
、
成
立
期
の
茶
湯
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。 

 
 

し
か
し
な
が
ら
茶
湯
成
立
後
、
近
世
の
茶
湯
の
変
遷
に
つ
い
て
の
研
究
は
未
だ
不
十
分
な
点
が
多
く
あ
る
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
谷
端
昭
夫
氏
が
『
近
世
茶
道

史
』
で
人
物
を
中
心
と
し
た
茶
道
史
を
論
じ
て
い
る
が
、
茶
会
や
点
前
伝
授
の
実
態
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
神
津
朝
夫
氏
の
『
茶
の
湯
の
歴
史
』
な
ど
に
よ
り
近
年

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。 
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茶
湯
の
具
体
的
な
実
態
の
変
遷
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
現
在
の
茶
湯
と
成
立
期
の
茶
湯
の
間
に
は
大
き
な
空
白
が
あ
る
。
茶
湯
伝
承
の

現
状
に
お
い
て
、
そ
の
空
白
を
無
視
し
、
現
行
の
茶
湯
の
根
本
を
成
立
期
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
。
当
然
の
如
く
無
理
が
生
じ
、
ま
た
誤

解
も
生
ま
れ
る
。 

 
 

本
研
究
は
、
茶
湯
成
立
後
の
近
世
の
茶
湯
の
変
遷
を
よ
り
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
成
立
期
と
現
在
の
茶
湯
の
間
の
空
白
を
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
き
な
目

的
の
一
つ
で
あ
る
。 

 
 

更
に
、
そ
の
変
遷
に
あ
る
根
本
的
思
想
と
は
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
を
探
求
し
た
い
。 

 
 

本
論
文
は
序
章
と
五
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
章
の
要
旨
を
以
下
に
記
す
。 

 

第
一
章 

茶
会
の
多
様
化 

 
 

 
 

茶
湯
成
立
期
よ
り
、
茶
会
は
初
座
・
後
座
の
二
部
制
で
あ
り
、
懐
石
料
理
が
あ
り
、
露
地
で
の
中
立
を
挟
ん
で
再
び
席
入
り
後
、
濃
茶
と
薄
茶
と
い
う
形
式
で
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
基
本
的
形
式
は
あ
っ
た
も
の
の
、
炭
手
前
は
火
が
落
ち
れ
ば
行
う
の
で
あ
り
、
湯
が
沸
く
の
を
待
ち
、
時
に
応
じ
て
自
由
な
趣
向
に
よ
り
茶
会

が
行
わ
れ
て
い
た
。
次
第
に
炭
手
前
も
含
め
て
い
く
つ
か
の
茶
会
形
式
と
し
て
整
え
ら
れ
、
茶
事
七
式
の
基
と
な
っ
た
。
ま
た
、
前
礼
・
後
礼
な
ど
の
挨
拶
や
服
装

な
ど
も
茶
会
に
際
し
て
心
得
る
べ
き
要
素
と
な
っ
た
。 

 
 

客
は
一
人
か
ら
数
人
が
基
本
で
あ
っ
た
。
大
人
数
を
一
度
に
招
く
会
も
皆
無
で
は
な
か
っ
た
が
非
常
に
稀
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
江
戸
時
代
を
通
じ
て
、
大
人

数
を
茶
会
に
招
く
ば
あ
い
に
は
少
人
数
に
分
け
て
連
日
茶
会
を
行
っ
て
い
た
。
江
戸
中
期
に
は
家
元
に
よ
る
遠
忌
の
茶
会
が
大
規
模
か
つ
組
織
的
に
行
わ
れ
た
が
、

や
は
り
、
連
日
行
う
茶
会
で
あ
っ
た
。
し
か
し
幕
末
か
ら
明
治
・
大
正
に
か
け
て
、
略
式
の
い
わ
ゆ
る
大
寄
せ
茶
会
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 
 

正
式
な
茶
会
は
大
寄
せ
茶
会
と
別
し
て
「
茶
事
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
茶
事
の
形
式
は
洗
練
さ
れ
た
ま
た
整
え
ら
れ
、
そ
の
内
容
や
順
序
が
は
っ
き
り
と

提
示
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
格
式
高
い
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
に
至
り
、
縁
遠
い
も
の
と
な
っ
た
。
茶
事
は
、
決
め
ら
れ
た
形
式
を
尽
く
す
こ
と
が
目
的
と
な
り
、

独
自
の
作
意
や
手
工
も
そ
の
形
式
の
中
で
の
み
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 
 

洗
練
さ
れ
た
茶
会
の
形
式
で
は
あ
る
が
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
る
と
「
独
座
観
念
」
に
み
る
よ
う
な
心
を
見
失
い
が
ち
で
あ
る
。
形
式
か
ら
離
れ
た
と
し
て
も
、

そ
の
時
々
の
臨
機
応
変
な
工
夫
こ
そ
是
と
す
る
自
由
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

  

第
二
章 

真
行
草
に
よ
る
点
前
の
体
系
化 
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貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
『
和
泉
草
』
で
は
、
台
子
点
前
が
真
行
草
に
よ
り
整
理
さ
れ
て
お
り
、
伝
授
の
段
階
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
 

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
以
降
成
立
の
『
不
白
筆
記
』
で
は
、
真
台
子
と
そ
の
他
台
子
以
外
の
点
前
も
組
み
込
ん
で
、
真
行
草
で
分
類
し
た
。
台
子
だ
け
で
は
な

く
運
び
点
前
も
、
意
味
合
い
を
整
理
し
た
り
新
た
な
点
前
を
加
え
て
「
小
習
事
」
と
し
、
伝
授
の
体
系
が
段
階
的
に
整
え
ら
れ
た
。 

 
 

ま
た
幕
末
か
ら
明
治
、
裏
千
家
十
一
代
玄
々
斎
に
よ
っ
て
台
子
十
二
段
が
整
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
々
斎
は
茶
杓
の
削
り
方
に
つ
い
て
も
真
行
草
を
組
み

合
わ
せ
て
い
く
つ
か
の
段
階
に
分
類
し
た
と
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
台
子
の
段
階
に
合
わ
せ
て
使
い
分
け
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。 

 
 

そ
の
後
、
花
入
や
炉
縁
、
軸
の
表
装
や
風
炉
な
ど
、
多
く
の
道
具
類
が
次
々
と
真
行
草
で
分
類
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

 
 

点
前
は
真
行
草
に
よ
り
段
階
的
で
明
確
な
伝
授
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
点
前
に
際
し
て
の
道
具
の
取
り
合
わ
せ
の
仕
様
に
つ
い
て
も
、
真
行
草
で
格
付

け
を
行
う
こ
と
で
よ
り
分
か
り
や
す
く
整
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 
 

ま
た
新
た
に
陰
陽
思
想
や
「
乱
れ
」
と
い
っ
た
観
念
が
、
点
前
に
対
し
て
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
全
て
の
点
前
に
陰
陽
思
想
を
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
り
、
全

て
の
点
前
の
根
本
を
奥
伝
の
台
子
に
見
出
そ
う
と
す
る
風
潮
に
よ
っ
て
、
点
前
に
よ
っ
て
は
本
来
の
意
味
を
見
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。 

 

第
三
章 

炭
手
前
の
定
式
化 

 
 

 
 

水
屋
仕
事
で
あ
っ
た
「
炭
」
は
、
手
前
と
し
て
成
立
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
巧
者
に
「
炭
」
を
所
望
す
る
「
炭
所
望
」
が
、
そ
の
一
端
を
担
っ
た
も
の
と
み
ら

れ
る
。
文
禄
に
入
る
と
『
松
屋
会
記
』
に
「
ま
わ
り
炭
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。
各
人
そ
れ
ぞ
れ
の
炭
手
前
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
、
茶
湯
者
た
ち
の
な
か
に
、「
炭
」

を
客
前
で
行
う
こ
と
が
す
で
に
根
付
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
天
正
年
間
に
、
形
式
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
客
前
で
「
炭
」
を
行
う
こ
と
が
広
が
り
、
文
禄
年
間
に
は
、

炭
手
前
が
確
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
利
休
時
代
よ
り
、
茶
湯
者
は
一
日
中
常
に
釜
を
掛
け
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
江
戸
前
期
に
は
、「
常
に
釜
を
掛
け
て
い
る
中
で
の
一
会
」

と
、
「
一
会
の
た
め
の
釜
」
の
両
形
式
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
次
第
に
「
常
に
釜
を
掛
け
る
」
こ
と
の
実
践
か
ら
遠
ざ
か
る
と
同
時
に
、
一
日
の
「
炭
」
が
一

会
に
凝
縮
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
、
茶
会
の
中
で
の
「
三
炭
」
が
確
立
す
る
。
そ
こ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
新
た
な
観
念
が
見
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
ぬ
れ
釜
を
尊

ぶ
こ
と
、
炭
の
流
れ
に
風
趣
や
仏
法
の
心
持
を
み
る
こ
と
、
客
を
い
つ
ま
で
も
と
め
る
心
、
な
ど
で
あ
る
。 

「
炭
」
が
手
前
と
し
て
成
立
す
る
と
、
道
具
の
位
置
や
所
作
、
灰
の
蒔
き
方
や
炭
の
つ
ぎ
方
な
ど
が
定
ま
っ
た
。
そ
し
て
「
初
炭
」
「
後
炭
」
「
炭
所
望
」
「
廻
り

炭
」
な
ど
と
い
っ
た
習
い
事
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

炭
手
前
の
変
遷
は
茶
会
の
変
遷
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
茶
事
形
式
に
定
め
ら
れ
た
通
り
に
火
勢
と
湯
相
を
制
御
し
調
節
す
る
の
は
炭
手
前
の
技
術
だ
が
、
火
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勢
が
弱
ま
れ
ば
時
に
応
じ
て
行
う
本
来
の
「
炭
」
を
、
も
う
一
度
茶
事
中
に
取
り
込
め
ば
、
炭
手
前
だ
け
で
は
な
く
茶
事
も
、
豊
か
な
表
現
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。 

 第
四
章 
好
み
道
具
の
普
遍
化 

茶
書
・
茶
会
記
か
ら
「
好
み
」
の
変
遷
を
み
て
み
る
と
、
初
期
の
茶
湯
で
は
日
用
品
な
ど
か
ら
茶
道
具
と
し
て
見
出
す
、
見
立
て
る
、
と
い
う
意
味
で
「
好
み
」

が
使
わ
れ
る
と
同
時
に
「
あ
る
人
の
意
匠
・
価
値
観
・
美
意
識
に
よ
る
も
の
」
と
い
っ
た
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
年
間
に
な
る
と
、
対

象
と
な
る
茶
道
具
の
範
囲
が
か
な
り
広
く
な
り
、『
不
白
筆
記
』
に
な
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
茶
道
具
を
「
好
み
」
で
分
類
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
今
日
の
「
好

み
物
」
に
近
い
意
識
が
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。 

ま
た
、
道
具
の
形
状
に
か
か
わ
る
「
好
み
」
で
あ
っ
た
「
形
」
は
、
特
定
の
人
の
意
の
匠
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
「
形
」
を
「
写
す
」
と
い
う

こ
と
が
行
わ
れ
、「
一
品
物
」
か
ら
「
数
物
」
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、「
利
休
形
」
に
つ
い
て
は
利
休
へ
の
敬
慕
や
利
休
の
神
聖
視
と
い
っ
た
背
景
に
よ
り
、

特
に
重
要
視
さ
れ
、
種
類
が
増
加
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

さ
ら
に
、
茶
道
人
口
の
増
加
と
家
元
制
度
の
成
立
が
、
茶
道
具
に
対
す
る
価
値
観
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
、
今
日
的
な
意
味
で
の
「
好
み
物
」
が
定
ま
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
、
茶
湯
の
中
で
「
好
み
」
は
そ
の
意
味
に
大
き
な
変
化
を
み
せ
な
が
ら
も
、
茶
湯
を
牽
引
す
る
動
力
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
現
在
に
至
っ

た
。 流

儀
茶
道
で
は
創
意
よ
り
も
統
一
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
、
三
百
年
前
の
よ
う
な
各
茶
人
の
「
作
意
」
や
「
好
み
」

は
喪
失
し
て
お
り
、
現
在
の
「
好
み
」
は
そ
の
意
味
に
明
ら
か
な
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
好
み
物
で
あ
る
、
と
い
う
い
わ
ば
肩
書
き
が
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

道
具
そ
の
も
の
に
対
す
る
個
人
の
主
観
が
弱
体
化
し
た
と
い
え
な
い
か
。
好
み
道
具
に
限
ら
ず
、
箱
書
き
に
頼
る
目
利
き
が
主
体
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

喪
失
し
た
の
は
「
見
出
す
茶
湯
」
と
い
っ
て
も
い
い
。
「
見
出
す
茶
湯
」
に
よ
っ
て
新
し
き
茶
道
の
創
造
に
竿
頭
一
歩
を
進
め
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
。 

 第
五
章 

思
想
の
深
化 

- 10 - 



 
 

茶
の
湯
は
成
立
期
よ
り
「
道
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
高
い
精
神
性
を
も
っ
て
語
ら
れ
た
。
高
い
境
地
に
至
っ
た
心
を
も
っ
て
、
名
物
所
持
の
茶
の
湯
や
侘
数
寄

の
茶
の
湯
に
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
そ
う
と
し
た
と
い
え
る
。 

『
山
上
宗
二
記
』
の
頃
に
な
り
、
茶
の
湯
と
禅
の
関
わ
り
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
初
期
に
至
っ
て
、
日
々
の
生
活
の
中
に
茶
湯
者
と
し
て
の
有
り

よ
う
を
律
す
る
い
わ
ば
下
学
上
達
の
修
行
が
家
業
等
の
た
め
に
困
難
で
あ
る
た
め
、
茶
室
か
ら
離
れ
た
禅
の
修
行
に
よ
っ
て
心
を
高
め
そ
の
精
神
を
茶
の
湯
に
反
映

さ
せ
る
と
い
う
茶
の
湯
と
禅
の
関
係
が
出
来
上
が
っ
た
。
以
降
、
近
世
の
茶
の
湯
に
お
け
る
思
想
に
は
、
一
貫
し
て
禅
が
根
本
に
あ
り
、
禅
と
の
関
わ
り
を
抜
き
に

し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

江
戸
中
期
、『
不
白
筆
記
』
で
は
、
決
め
ら
れ
た
形
を
崩
さ
な
い
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
た
。
そ
の
上
で
、『
不
動
智
神
妙
録
』
の
教
え
で
あ
る
、
ど
こ
に
も
止
る

こ
と
の
な
い
禅
的
悟
り
の
境
地
を
求
め
る
点
前
修
行
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
た
。
同
じ
よ
う
に
『
禅
茶
録
』
で
は
、
点
前
を
す
る
こ
と
と
座
禅
修
行
と
を
同
様
に
と

ら
え
る
と
い
う
方
向
か
ら
の
点
前
修
行
を
説
い
た
。 

つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
茶
禅
一
味
」
は
、
禅
の
教
え
を
も
っ
て
茶
湯
に
表
そ
う
と
す
る
方
向
と
、
点
前
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
禅
の
悟
り
を
得
よ
う
と
す
る
方
向

の
、
二
通
り
に
発
展
し
た
と
い
え
る
。 

「
茶
禅
一
味
」
は
、
言
葉
と
し
て
は
新
し
い
が
、『
烏
鼠
集
四
巻
書
』
に
お
け
る
「
清
者
の
業
」
に
根
本
的
思
想
の
一
つ
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
徹

底
的
に
「
心
の
掃
除
」
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
煩
悩
を
捨
て
よ
う
と
す
る
禅
と
自
然
に
結
び
つ
い
た
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
心
を
高
め
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
、
茶

の
湯
と
禅
は
合
致
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
神
秀
上
座
の
い
う
「
時
々
勤
払
拭
」
つ
ま
り
向
去
の
段
階
で
あ
る
。
『
山
上
宗
二
記
』
で
は
、
は
っ
き
り
と
禅
を
打
ち

出
し
、
そ
の
先
の
、
六
祖
慧
能
の
い
う
「
何
處
惹
塵
埃
」
つ
ま
り
却
来
の
段
階
ま
で
を
求
め
た
。 

茶
室
を
清
め
、
露
地
を
清
め
、
ま
た
点
前
中
に
お
い
て
も
、
道
具
を
清
め
な
い
点
前
は
存
在
し
な
い
。
徹
底
し
た
こ
の
具
体
的
「
清
」
は
、
内
面
的
清
ら
か
さ
を

持
つ
「
清
者
」
に
つ
な
が
る
。
こ
の
い
わ
ば
茶
湯
的
清
者
は
、
禅
的
覚
者
と
結
び
つ
き
、
茶
湯
を
通
じ
た
禅
的
修
行
、
ま
た
禅
を
通
じ
た
茶
湯
修
行
を
行
う
に
至
っ

た
と
い
え
よ
う
。 

茶
湯
は
究
め
る
べ
き
道
の
修
行
で
あ
る
と
い
う
根
本
を
有
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
当
然
茶
湯
の
表
現
方
法
で
あ
る
諸
相
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
す

で
に
あ
る
形
式
を
そ
の
ま
ま
享
受
す
る
の
で
は
な
く
、
常
に
究
め
よ
う
と
す
る
意
識
が
働
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
点
前
に
座
禅
的
効
果
を
見
出
し
、
茶
会
や
炭
に
も

仏
道
を
見
出
し
た
。
さ
ら
に
新
た
な
価
値
と
し
て
自
然
万
物
の
哲
理
で
あ
る
陰
陽
五
行
を
も
見
出
す
に
及
ん
だ
。 

し
か
し
単
純
に
清
者
た
ろ
う
と
す
る
根
本
的
思
想
を
見
失
う
と
、
茶
禅
一
味
の
本
来
の
意
味
も
見
失
っ
て
し
ま
う
。
茶
の
湯
修
行
は
単
な
る
行
儀
見
習
い
と
な
っ

て
は
い
な
い
か
。 
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主
客
の
気
遣
い
の
あ
り
よ
う
を
「
道
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
掛
け
ら
れ
た
軸
に
あ
る
禅
語
の
解
釈
な
ど
か
ら
禅
を
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
の
有
り
方
・
生
き
方
に
根
底
か
ら
影
響
す
る
禅
的
修
行
の
側
面
を
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
。 

 結
語 本

研
究
で
は
五
本
の
柱
か
ら
分
析
を
試
み
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
近
世
の
茶
湯
の
伝
授
の
大
き
な
流
れ
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
茶
湯
成
立
期
と
現
在
の

茶
湯
と
の
空
白
を
、
よ
り
具
体
的
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。 

現
在
行
わ
れ
て
い
る
茶
の
湯
は
、
多
種
多
様
に
行
わ
れ
て
い
た
先
人
た
ち
の
夥
し
い
数
に
の
ぼ
る
だ
ろ
う
実
践
的
茶
の
湯
か
ら
、
選
び
出
さ
れ
て
き
た
ほ
ん
の
一

部
な
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
の
み
を
、
利
休
時
代
の
茶
湯
で
説
明
付
け
る
こ
と
は
到
底
で
き
な
い
。
し
か
し
丁
寧
に
変
遷
を
た
ど
れ
ば
、
利
休
時
代
と
つ
な
が
る
鎖

は
明
ら
か
に
見
え
て
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

現
在
で
は
、
積
み
重
な
っ
た
歴
史
の
上
に
整
然
と
し
た
伝
授
の
形
式
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
習
得
す
る
だ
け
で
も
苦
労
と
年
月
を
要
す
る
が
、
こ
れ

ら
の
形
式
を
尽
く
す
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
と
も
す
れ
ば
、
形
式
を
外
れ
る
こ
と
を
間
違
い
と
し
て
批
判
し
、
他
を
容
認
で
き
な
い
狭
隘
さ
を
生
み

出
す
こ
と
も
あ
る
。
規
定
通
り
の
流
れ
が
取
れ
そ
う
に
な
く
な
っ
た
と
き
、
い
か
に
し
て
対
応
を
す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
も
楽
し
み
の
一
つ
と
で
き
る
よ
う
な
、

鷹
揚
な
構
え
で
茶
湯
に
臨
ん
で
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
茶
禅
一
味
を
基
と
す
る
限
り
、
守
り
つ
く
す
こ
と
か
ら
や
が
て
は
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。 

そ
し
て
、
茶
禅
一
味
の
根
本
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
知
識
と
し
て
の
禅
を
学
ぶ
の
で
は
な
い
、
茶
湯
そ
の
も
の
が
禅
的
覚
者
に
通
じ
る
修
行
形
態
の
一
つ
と
な

り
得
る
の
で
あ
る
。 

先
人
の
探
求
の
系
譜
に
よ
り
至
っ
た
現
在
の
茶
の
湯
は
同
じ
よ
う
に
つ
な
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
道
の
探
求
こ
そ
が
、
茶
湯
を
今
日
ま
で
牽
引
し
て
き
た
根

源
な
の
で
あ
る
。
時
に
形
式
を
打
ち
破
り
、
そ
の
上
に
現
れ
る
だ
ろ
う
新
た
な
茶
湯
を
見
究
め
創
造
を
進
め
る
た
め
に
、
本
研
究
が
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。 

 

二
、
本
論
文
の
評
価
さ
る
べ
き
特
色 

① 

先
に
述
べ
た
如
く
、
本
論
文
の
本
文
は
全
五
章
か
ら
成
る
が
、
各
章
は
す
べ
て
四
つ
の
節
に
分
け
ら
れ
、
全
二
十
節
か
ら
成
る
よ
う
に
整
然
と
組
み
立
て
ら
れ
て

い
る
。
各
章
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
小
括
」
が
付
せ
ら
れ
る
。
心
地
よ
い
明
晰
な
組
み
立
て
で
、
内
容
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
、
論
文
全
体
が
よ
く
練
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
随
処
に
挿
入
さ
れ
た
自
撮
の
写
真
も
適
切
で
、
内
容
の
理
解
を
助
け
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 
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② 

先
に
述
べ
た
如
く
、
本
論
文
の
論
者
は
、
茶
道
の
本
格
的
な
実
践
と
本
格
的
学
問
研
究
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。
こ
の

論
文
に
は
そ
う
い
う
論
者
の
強
味
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
茶
道
の
い
わ
ば
内
面
と
外
面
の
両
方
に
目
配
り
し
て
独
創
的
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
い
く
つ

か
を
示
そ
う
。 

 

③ 

茶
会
は
茶
の
湯
の
成
立
期
よ
り
初
座
・
後
座
の
二
部
か
ら
成
っ
て
い
た
。
は
じ
め
は
朝
の
茶
会
が
好
ま
れ
て
い
た
が
、
一
日
の
食
事
が
二
食
か
ら
三
食
に
変
わ
る

に
つ
れ
て
、
昼
の
茶
会
が
中
心
に
な
り
、
や
が
て
朝
・
昼
の
会
に
、
夜
咄
・
暁
・
跡
見
・
不
時
・
飯
後
の
茶
会
が
加
わ
っ
て
「
七
式
」
の
茶
会
と
な
る
流
れ
を
明
ら
か

に
し
た
。 

 

④ 

茶
会
の
客
人
は
、
は
じ
め
一
人
か
ら
数
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
大
人
数
を
何
席
か
に
分
け
た
り
、
現
代
の
大
寄
せ
茶
会
が
生
ま
れ
て
く
る
経
緯
を
示
し
た
。 

 

⑤ 

台
子
点
前
や
運
び
点
前
、
ま
た
道
具
類
が
「
真
・
行
・
草
」
の
理
念
に
よ
っ
て
分
類
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

⑥ 

炭
点
前
に
お
け
る
「
三
炭
」
や
「
立
炭
」
の
意
味
が
、
一
日
中
釜
を
掛
け
て
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
時
期
と
「
一
会
の
た
め
の
釜
」
の
時
期
と
で
異
な
っ
た
意

味
を
お
び
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

⑦ 

道
具
に
お
け
る
「
好
み
」
の
意
味
を
細
か
く
整
理
し
た
。 

 

以
上
は
本
論
文
の
「
実
」
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
第
一
～
四
章
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
第
五
章
は
「
道
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
茶

の
湯
者
と
し
て
の
覚
悟
」
「
禅
と
茶
と
の
関
係
」
「
陰
陽
五
行
説
」
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
禅
と
茶
と
の
関
係
に
つ
い
て
多
く
の
紙
面
が
割
か
れ
、
『
不
動

智
神
妙
録
』
や
『
禅
茶
録
』
が
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
。 

そ
し
て
「
茶
禅
一
味
」
の
根
本
と
し
て
「
清
者
の
業
」
と
い
う
『
烏
鼡
集
四
巻
書
』
の
言
葉
を
引
き
、
更
に
神
秀
の
「
身
是
菩
提
樹 

心
如
明
鏡
台 

時
々
勤
払
拭 

勿
使
惹
塵
埃
」
を
引
く
。
そ
し
て
こ
の
段
階
は
未
だ
道
半
ば
で
清
者
か
ら
の
却
来
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
慧
能
の
「
菩
提
本
無
樹 

明
鏡
亦
非
台 

本
来
無
一

物 

何
処
惹
塵
埃
」
を
引
く
。
そ
し
て
同
じ
事
は
既
に
珠
光
の
文
の
中
に
語
ら
れ
て
お
り
、
能
の
世
阿
弥
も
「
色
即
是
空
」
か
ら
「
空
即
是
色
」
も
同
じ
こ
と
を
述
べ

た
も
の
と
す
る
。 

そ
し
て
こ
の
章
を
次
の
よ
う
に
結
ぶ
。 
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「
禅
的
な
、
心
の
あ
り
よ
う
を
高
め
よ
う
と
す
る
茶
の
湯
修
行
は
、
現
代
で
は
行
わ
れ
る
こ
と
が
非
常
に
少
な
い
。
主
客
の
気
遣
い
の
あ
り
よ
う
を
「
道
」
と
し
て

論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。
掛
け
ら
れ
た
掛
物
に
あ
る
禅
語
の
解
釈
な
ど
か
ら
禅
を
学
ぶ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
間
と
し
て
の
在
り
方
・
生
き
方

に
根
底
か
ら
影
響
す
る
禅
的
修
行
の
側
面
を
見
失
っ
て
は
い
な
い
か
。
最
も
単
純
な
、
清
者
た
ろ
う
と
す
る
根
本
的
思
想
を
も
見
失
う
と
、
そ
の
先
に
あ
る
茶
禅
一
味

の
本
来
の
意
味
も
見
失
っ
て
し
ま
う
。
茶
の
湯
修
行
は
単
な
る
行
儀
見
習
い
と
な
っ
て
は
い
な
い
か
。
茶
の
湯
修
行
の
果
て
に
、
至
っ
た
心
を
も
っ
て
、
茶
の
湯
者
は

何
を
す
べ
き
な
の
か
。
一
人
点
前
を
す
る
の
か
、
習
得
し
た
点
前
を
師
匠
と
な
り
教
え
る
の
か
。
否
で
あ
る
。
点
前
は
茶
の
湯
の
表
現
の
一
形
態
に
す
ぎ
な
い
。
炭
の

手
際
も
道
具
の
目
利
き
も
同
様
で
あ
る
。
茶
の
湯
に
は
心
の
あ
り
よ
う
を
高
め
よ
う
と
す
る
思
想
が
根
底
に
あ
り
、
茶
の
湯
者
が
そ
の
心
を
現
わ
す
手
段
は
、
あ
ら
ゆ

る
諸
相
を
包
含
し
た
「
茶
会
」
に
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
所
に
習
い
に
出
か
け
る
茶
の
湯
で
は
な
く
。
自
ら
の
内
に
根
付
か
せ
自
ら
が
行
う
茶
の
湯
で
あ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。」 

読
む
人
を
し
て
思
わ
ず
襟
を
正
さ
ず
に
は
お
か
な
い
気
遣
い
と
真
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。 

 

三
、
残
さ
れ
た
課
題 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
論
者
自
身
が
「
結
語
」
の
中
で
触
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち 

① 

茶
会
の
分
野
で
、
懐
石
や
細
か
い
作
業
に
つ
い
て
は
未
解
明
で
あ
る
。 

② 

点
前
伝
授
に
つ
い
て
、
で
き
れ
ば
流
儀
を
越
え
て
、
更
に
具
体
的
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。 

③ 

炭
点
前
に
つ
い
て
は
、
炭
そ
の
も
の
の
こ
と
、
用
い
る
道
具
類
に
つ
い
て
の
研
究
が
求
め
ら
れ
る
。 

④ 

茶
道
具
に
つ
い
て
、
本
論
文
で
は
「
好
み
物
」
の
整
理
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
更
に
広
範
な
研
究
が
望
ま
れ
る
。 

⑤ 

各
流
派
の
茶
の
湯
の
異
同
、
相
互
影
響
の
研
究
も
必
要
。 

 

以
上
は
論
者
自
身
の
反
省
で
あ
る
が
、
更
に
一
つ
付
け
加
え
れ
ば 

⑥ 

茶
の
湯
は
、
東
洋
に
生
ま
れ
育
ま
れ
た
東
洋
文
化
の
精
華
と
も
い
う
べ
き
す
ぐ
れ
た
文
化
で
あ
る
が
、
こ
の
茶
の
湯
は
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
に
お
い
て
い
か
な
る

存
在
意
義
が
あ
る
の
か
、
ま
た
あ
ら
し
め
る
べ
き
か
を
考
え
つ
つ
、
論
者
が
、
こ
れ
を
実
践
し
、
ま
た
研
究
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 
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四
、
審
査
結
果
の
要
旨 

 
本
委
員
会
は
、
以
上
の
如
き
観
点
か
ら
、
本
論
文
を
、
着
想
の
独
創
性
、
叙
述
の
仕
方
、
構
成
の
整
合
性
な
ど
に
わ
た
っ
て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
員
の
一
致

を
も
っ
て
、
上
記
学
位
申
請
者
に
博
士
（
芸
術
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
。 

- 15 - 


	28中表紙（岸本）
	28内容の要旨および審査結果の要旨（岸本）

